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会議次第 

〇会長あいさつ 

１ 令和５年度公民館委員会所管事業等事業評価について 

（１）委員会所管事業(学習文化委員会、体育委員会、青少年委員会) 

（２）委員会所管外事業 

２ 令和５年度公民館年間事業結果について 

３ 令和５年度公民館運営協議会活動費執行状況（速報）について 

４ 令和６年度公民館事業予定（案）について 

５ 令和６年度公民館運営協議会活動費予算（案）について 

６ 公民館振興計画の改訂について 

７ 公民館長寿命化改修工事関連について 

（１）リニューアルオープン後の公民館運営について 

ア 施設使用細則（案）および読み聞かせコーナー使用細則（案）に 

ついて 

イ 記念事業について 

８ 青少年指導委員の推薦について 

９ 社会教育委員調査研究報告書について 

10 情報交換 

（１）第７６回文部科学省優良公民館表彰受賞について 

○閉会あいさつ 

 



協 議 の 要 旨 

主な内容は次のとおり（○は委員等の発言、●は事務局等の発言） 

 

（事務局が議事進行） 

●開会に先立ち、事務局から出席者が定足数に達していることを報告した。 

 

◎会長あいさつ 

後藤会長から開会あいさつがあった。 

 

（以下、竹田議長が議事進行） 

◎議題 

１ 令和５年度公民館委員会所管事業等事業評価について 

  各専門委員会委員長及び実行委員会等から説明。 

（１）学習文化事業について 

○他館にチラシの配布を依頼するなど、連携し、参加者も多くよかったとのことだが、今後も同様

に実施するのか。 

  ●次回以降は検討中。というのも今回の講座は他館区の方も多く参加していただいたので、星が丘

公民館区の方を優先にするなど、考え方を整理する必要があると考える。 

○男性の参加がしやすかったとあるが、曜日や内容などどのような点か。 

●内容が大変影響あると考えている。また、曜日は日曜日の方が男性が参加しやすいと感じている。 

○他館との連携・交流は、引き続き実施してほしい。   

（２）体育事業について 

  ○バウンスボールのルールは、鳥取県のルールが正式なものか。 

  ●そのとおりである。なお、星が丘公民館で実施しているのもは、県内近隣市が行ってるある意味

ローカルルールである。 

（３）青少年委員会について 

   質疑等、特になし。 

（４）家庭教育支援講座について 

○現在、不登校が課題になっているが、そのテーマを取り上げる予定はなるか。 

○そこまで限定的なテーマ設定は考えていない。 

 

  ※事業評価については、すべて資料どおりの内容で了承。 

 

２ 令和５年度公民館年間事業結果について 

各専門委員会委員長及び事務局から説明。 

質疑等、特になし。 

 

 

 



３ 令和５年度公民館運営協議会活動費執行状況（速報）について 

  事務局から説明。 

  ○活動費に執行残が出た場合、翌年度に繰り越しできるのか。 

  ●繰り越しはできない。執行残が出たら戻入となる。 

 

４ 令和６年度公民館事業予定（案）について 

  各専門委員会委員長及び事務局から説明。 

（１）学習文化委員会 

   質疑等、特になし。 

（２）体育委員会 

○町民運動会は中止する。その代替事業を体育委員会として検討している。 

   内容については、確定したら報告する。 

（３）館報について 

  ○館報の発行は年４回となっており各戸への配布は自治会で行っているが、労力がかかるので発行 

回数を年２回程度に減らしてほしい。 

  ●発行回数を減らすことは可能ではあると考えるが、市内の他公民館と足並みが揃わなくなる。  

  ○館報を減らして、ホームページへ少しずつ移行すればよいと考える。 

  ●市内全公民館が基本的には年４回発行している。年４回発行する意味合いとしては、公民館での

事業の様子や公民館からの情報提供などを、適時行う役割を担っているからであると理解してい

る。その役割を年２回で果たせるのかというところは、検証する必要がある。 

また、ホームページに移行していくというご意見については、今後当然そのように進めていく 

必要があるとは考えるが、地域内には紙媒体で見ていただいている方も多くいると考ている。 

さらにホームページは、見る方が情報を取りに行かないと情報を得ることができないが、紙媒体

の広報紙が配布されれば、少なくとも目には見ていただけると考えている。そのような意義が 

あって、年４回発行の市予算が配当されていると理解している。 

○年４回発行する必要があるという理屈は発行する側の理屈であり、配布する側の負担を考慮して

いない。自治会が配布しなくなった場合は、どのような対応を市としてするのか。 

●いち公民館だけの課題ではないため、この場での回答は難しい。 

○地区社会福祉協議会の広報紙は、次年度から発行回数を年２回に減らして自治会の負担を軽減 

する予定である。 

○以前館報は年６回発行していたため、今より負担が大きかった。時代とともに考え方を変えない

といけない。紙の価格も高くなっているし、SDGｓの観点で言えば紙資源の節約という部分も  

ある。例えば館報を各戸配布から回覧に変更するなど、発行回数や発行部数を減らさないという

理屈を考えるのではなく、公民館と自治会がお互いに納得できる方法を検討してほしい。例えば、

紙ベースで必要な方もいるので、各戸配布ではなく必要な方はお取りくださいとして発行部数を

半減させ、回覧方式にするなども考えられるのではないか。 

○発行回数を減らし、その予算を活用して館報をカラー化することも考えられるのではないか。 

カラーの方が見てもらえると思う。 

 



５ 令和６年度公民館運営協議会活動費予算（案）について 

事務局から説明。 

○専門部経費が少ないと感じる。 

●事業に係る予算は別途、市の予算で計上している。ただし、事業実施の下見等についての経費は

市予算から捻出できないため、運営協議会等活動費補助金で計上させていただいている。 

 

６ 公民館振興計画の改訂について 

作業部会部会長及び事務局から説明。 

※全員一致で了承。 

 

７ 公民館長寿命化改修工事関連について 

（１）リニューアルオープン後の公民館運営について 

ア 施設使用細則（案）及び読み聞かコーナー使用細則（案）について 

    事務局から説明。 

○グループが読み聞かせを事業として行う際は、図書室から持ち込む本は１冊なのか。 

○読み聞かせを事業として行う際は、グループが所有している本の持ち込みも想定しているので、

図書室の本ではないものもあると考える。 

○読み聞かせ事業はぜひ実施してほしい。そのようなグループやサークルがあればよいが、   

公民館でも調べてほしい。 

○小学校でも、読み聞かせをボランティアで行っていただいている。 

○読み聞かせボランティアは、複数のグループがあるのではないかと思う。 

○使用細則は、どのように利用者に周知していくのか。 

●各部屋の掲示版に掲示したり、利用者協議会の会議の席上、説明するなどして周知を図って  

いきたい。 

○使用細則を変更したい場合は、どのような手続きになるのか。 

○運営協議会で議論して決定する形になると考える。 

●利用状況等により改正が必要だと思われる項目が出た場合は、公民館職員までご連絡を    

いただき、書類等を整えて運営協議会にご提案する形がよいと考える。 

○壁に直接画鋲を刺して掲示する可能性があるので、画鋲禁止も細則に入れた方がよい。 

●特に大会議室は、イベント名やプログラムを掲出する可能性があるので、その際に何に貼るのか

などの具体的な策を考えておいた方がよい。 

●各部屋内には改修前よりも多く掲示板を設置したので、それを利用するなど案内したい。 

イ 記念事業について 

   事務局から説明。 

○当日９時３０分より前に会場に来て、内覧はできるのか。 

 

●受付後、記念事業開始前までは内覧できるが、来賓控室やイベント出演者控室等、一部内覧   

できない箇所があるので、ご了承いただきたい。 

 



８ 青少年指導委員の推薦について 

  事務局から報告。質疑等、特になし。 

 

９ 社会教育委員研究調査報告書について 

  事務局から説明。質疑等、特になし。 

 

10 情報交換 

（１）第７６回文部科学省優良公民館表彰受賞について 

   事務局から報告。質疑等、特になし。 

（２）その他 

○改修工事中、こどもセンターを専用利用していただいた。今後も、ぜひ利用していただきたい。 

 

◎閉会あいさつ 

後藤副議長から閉会あいさつがあった。                                                   

以   上 



 

第４回星が丘公民館運営協議会委員出欠席名簿 

 

 氏   名 所 属 等 備考 出欠席 

１ 後藤 陽子 星が丘公民館 館長 会 長 出席 

２ 的場 雄一郎 星が丘小学校 校長  出席 

３ 荒井 功 星が丘こどもセンター 館長  出席 

４ 竹田 幹夫 星が丘地区自治会連合会 会長 議 長 出席 

５ 金ヶ江 實 星が丘地区自治会連合会 会計・事務局長  欠席 

６ 坂本 洋三 星が丘地区社会福祉協議会 会長  出席 

７ 関田 勝利 星が丘地区老人クラブ連合会 副会長  欠席 

８ 松島 弘行 星が丘公民館区青少年健全育成協議会 副会長  出席 

９ 岡本 浩三 星が丘小学校 PTA 会長  出席 

10 八木 鉄雄 星が丘地区民生委員児童委員協議会 会長  出席 

11 岩本 義昭 交通安全協会星が丘支部 支部長  出席 

12 菊地 茜 星が丘地区交通安全母の会 副会長  出席 

13 山田 隆 星が丘地区消防団後援会 副会長  出席 

14 鈴木 早弓 相模原市スポーツ推進委員  出席 

15 髙畑 由美子 星が丘地区青少年指導委員協議会  出席 

16 長塚 勇一郎 星が丘地区健康づくり普及員協議会  出席 

17 門倉 節朗 星が丘公民館利用者協議会 会長  出席 

18 大久保 美恵子 星が丘公民館利用者協議会 副会長  出席 

19 竹内 眞理 公募委員 会 計 出席 

20 小野 洋子 公募委員 会計監査 出席 

21 小林 善子 公募委員  出席 

22 小島 由衣 公募委員  出席 

23 内田 涼子 公募委員  出席 

24 後藤 克正 学識経験者 副議長 出席 

25 内田 紀子 学識経験者  出席 

 


